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PHITSによる空間線量率評価のための現実的なモデル作成ツールの開発

Development of real model creation tool for evaluation of air dose rate

by PHITS
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　東京電力福島第一原子力発電所の事故から7年が経過し、多くの地域で避難指示が解除されつつある。空間

線量率のシミュレーションには、異なる土地タイプ、建物表面や森林において異なる放射性セシウムの分布を

考慮する必要がある。さらに建物、地形、樹木、土壌の複雑な遮蔽効果を空間線量率に反映する必要がある。 

　本研究では、放射線輸送解析プログラムのPHITSによる空間線量率評価のシミュレーションを行うため

に、対象エリアにおける土地表面、土地タイプ、建物および樹木の３次元モデル作成が可能なツールを開発し

た。このツールは、対象エリアのオルソ画像、数値表層モデル（DSM）、数値標高モデル（DEM）を用い

て、PHITSのジオメトリ入力ファイルが作成できる。また、建物については、日本の典型的な9種類の建物モデ

ルを用いて、樹木については広葉樹と針葉樹モデルを用いて作成されるため対象エリアに合わせて現実的なモ

デルの作成が可能である。線源設定は、134Cs及び137Csの放射能分布をモデルの様々な環境要素に対し任意

に分布設定が可能である。 

 

　今回は、東京電力福島第一原子力発電所から約5km離れた大熊町の200m×200m大きさのエリアを選定しモ

デルを作成した。また134Cs及び137Csの線源設定は、ガンマ線スペクトロメトリーによる測定値に基づいて

設定した。選定エリアに対して、PHITSによる空間線量率の計算結果と歩行サーベイによる観測結果と比較を

行った。 

　また、モデルの様々な構成要素の空間線量率への影響を評価するために、建物や樹木のない平坦な地形、さ

らに選定エリアの134Cs及び137Cs分布の平均値を考慮した、より単純な系でのシミュレーションを行った。
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